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　地方独立行政法人神戸市民病院機構
は、中央市民病院・西市民病院・西神戸
医療センター・神戸アイセンター病院の
４病院を運営しています。市民病院機構
で働く看護師は、毎年11％ほどの方が退
職しています。松本議員は、結婚や出産
でも働き続けることができる工夫と、全

　公立大学法人神戸市看護大学は、豊か
な教養と看護の専門性を備えた看護人材
を育成することを通じ、市民の保健、医
療や福祉の向上を目的として設立しまし

た。林議員は、新型コロナウイルス感染
症の長期化によって、アルバイトがなく
なって収入が減った学生の皆さんへの経
済支援を要望しました。

　大学事務局長：コロナ後、実習２週間
前から人と接触するアルバイトはおこな
わないよう、ガイドラインで取決めをし
ている。
　林議員：生活費をアルバイトで補填し

ているという状況は、どの大学の学生さ
んにもある。学生の皆さんが生活に困ら
ないように対応していただきたい。

国的にもまだ少ない男性の看護師を増や
す努力を求めました。

　理事兼法人本部長：今の離職状況は全
国平均とおおむね同じで、県よりも下回
っている。個々に状況を聞きながら働き
続けられるようにしている。
　松本議員：スキルを学び一生懸命頑張
っている方たちが出産や結婚で余儀なく
退職していくというのは、今のこの時代
にも合わない。退職理由のトップに「結
婚」「出産」「育児」が入っていることに
ついて、もう少し工夫をして考えていた

だきたい。そのためにも全国的にみても
まだ少ない男性の看護師を増やす努力は
しているのか。
　理事兼法人本部長：十分「働きやすい
職場ですよ」というPRをして、徐々に
増加している傾向にある。
　松本議員：ジェンダー平等の観点から、
患者にとって必要なケアをしてくださる
人がいいと考えている。また、ケア労働
に男性看護師が増えることで女性看護師
も体力的に助かるのではないか。男性看
護師が増えるようアピールするべきだ。

答弁ダイジェスト

答弁ダイジェスト

　�  松本のり子議員

地方独立行政法人 神戸市民病院機構

妊娠・出産しても働き続けられる環境
整備などジェンダー平等推進の努力を

　�  林まさひと議員

公立大学法人 神戸市看護大学

コロナ禍でも生活に困らないよう
学生の声を聞いて対応を

外郭団体特別委員会審査から⑤
　神戸市議会外郭団体に関する特別委員会の審査が2021年12月15日と24日に
ひらかれ、日本共産党神戸市会議員団の松本のり子議員、林まさひと議員が
外郭団体の運営状況などについて質問しました。

　新型コロナウイルスの感染力の強いオ
ミクロン株の急拡大により、感染の第６
波が全国に広がっています。神戸市で
も、学校・介護施設などでクラスターが
発生し、爆発的な感染拡大が止まらない
状況にあります。
　１月27日より兵庫県下にまん延防止措
置がとられるなど、飲食店をはじめ、あ
らゆる業種で経営へのさらなる打撃が襲
い、地域経済に深刻な影響が広がり続け
ています。

　日本共産党神戸市会議員団は、コロ
ナから市民の命とくらしを守るため
に、①ワクチン接種３回目を急ぎ、医
療機関などでワクチンが不足しない万
全の対策②発熱外来や無料検査所で
「いつでも、どこでも、何度でも」PCR
検査ができるよう試薬を確保③医療機
関、高齢者・障害者施設や、保育・教育
施設での定期的PCR検査④入院・宿泊療
養を拡充⑤保健所体制強化⑥中小業者へ
の独自支援－などを要請しました。

　対応したのは大畑市長室長で「みなさ
んの不安な気持ちは理解している」「各
担当部局に伝えます」と答えました。

　日本共産党神戸市会議員団は、１月27日に久元喜造市長に対し緊急
申し入れをおこないました。

申し入れの全文は、こちらか
らご覧ください。

新型コロナ第６波
の急拡大から 市民のいのち・くらし守るための緊急申し入れ



　神戸市は昨年12月に王子公園再整備
基本方針の素案を発表しました。阪急
王子公園駅前の一番便利な場所に大学
を誘致。動物園内の遊園地を廃止し跡
地に立体駐車場を設置、さらに公園に
あるプール、補助競技場、テニスコー
ト、スタジアム内の陸上トラックなど
も廃止するというものです。近隣住民
や動物園・公園利用者からは「市民に
説明してほしい」「大学はいらない」
「プールや遊園地を残してほしい」
「入園料が高くなるのではないか」な
ど不安と反対の声があがっています。

交 通 局12月24日

　神戸交通振興株式会社は、主に路線バ
スの運行や地下鉄の駅業務、駅ビル管理
などを受託してきました。神戸市が「行
財政改革方針2025」を策定し、外郭団体
の見直しにより神戸交通振興は３月末で
解散となります。昨年12月に市バスの魚
崎営業所の委託先が阪急バスに決まりま
したが、運転手105名のうちまだ15名し
か再雇用が決まっていません。松本議員
は、社員全員が希望する就業先に勤務で

きるよう交渉と、退職者の生活を補償で
きる退職金額の検討を求めました。

　�  松本のり子議員

神戸交通振興株式会社

希望の勤務地での再雇用は
会社の責任で交渉すべき

　代表取締役社長：雇用枠については最
大限のお願いをしたいと思う。もう一度
団体交渉の場もあるので、みなさんにで
きるだけ（阪急バス運転手の採用試験を）
受験していただけるようお願いしたい。　松本議員：募集内容を見ると、就業場

所には「魚崎営業所ほか阪急バス各営業
所」と記載されている。阪急バスは、大
阪、京都と広い範囲だ。魚崎営業所だけ
を希望する方は、おのずと落とされてし
まったのではないか。
　代表取締役社長：基本は魚崎営業所だ
と認識しているが、可能性がある限りお
知らせしなければならない。
　松本議員：魚崎営業所に限定すべき
だ。朝６時や夜11時過ぎまでの勤務だと
遠くへは行けない。トップ同士で話し合
って再度お願いするべきだ。

答弁ダイジェスト

市 長 室12月24日

　公益財団法人神戸国際コミュニティセ
ンターは、国際協力・交流・多文化共生
の推進や留学支援事業などをおこなって
います。林議員は、コミュニティセンタ
ーのホームページに掲載されている食材

提供や相談会などの情報の翻訳が不十分
であることを質し改善を求めました。

　�  林まさひと議員

公益財団法人 神戸国際コミュニティセンター

主催団体まかせにせず
翻訳の支援を

だ。
　大畑市長室長：国際コミュニティセン
ターでは翻訳を支援するという役割もあ
る。主催団体からも相談があれば乗って
いきたい。
　林議員：主催団体や国・地域差によっ
て色分けや支援にムラがないように改善
すべきだ。

　専務理事兼事務局長：それぞれの実施
主体が翻訳をしている。
　林議員：日本語と英語のページには日
付などが掲載されているが、他の言語の
ページには合点がいかないところがあ
る。せっかくよいイベントを開催してい
るのだから、どの言語の方でも（ホーム
ページを）見たら来られるようにすべき
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⃝�日本語教室と相談窓口について
� 　　　 松本のり子議員

その他の質問

「王子公園・王子動物園をまもって」署名にご協力ください

オンライン署名は
こちらから➡

オ

ンラ
イン（電子）署名は

12000件
（２月３日現在）

突破!!

早くも
「みんなの王子公園＆王子動物園の会」は、王子公園・王子動物園の
発展・充実を願い、以下の項目を請願し署名運動をおこなっています。

①�市民への説明、市民意見をあつめる公聴会をひらき、市民・利用者の
合意にもとづく再整備にすること
②�大学誘致・立体駐車場ありきではなく、遊園地・プール・テニスコ
ート・サブグラウンドなどを廃止せず、時代に合った設備に改修
し、動物園の施設改善・充実を基本とした整備計画にすること
③�市立動物園での運営を継続し、入園料値上げにつながる民営化など
はおこなわないこと

みなさんの賛同が、市民にとって大切な施設である王子公園
と王子動物園をまもります。ぜひ署名運動にご協力ください。

署名用紙はこちらからダウウンロード➡
※�オンライン署名サイト内に寄付を呼びかけるメッセージが出てきますが、署名サイトを運営している「Change.org」への寄付です。
「みんなの王子公園＆王子動物園の会」と「日本共産党」に入るものではありませんのでご注意ください。

　一般財団法人神戸在宅医療・介護推進
財団は、神戸リハビリテーション病院
や、あんしんすこやかセンターなど、在
宅ケア事業や施設運営などをおこなって
います。松本議員は、リハビリ病院から
退院する時のカンファレンス（リハビリ

病院の医師と地域の主治医や患者さんの
ご家族がおこなう会議や打ち合わせ）に
ついて、オンライン対応にし、医師やご
家族の負担軽減を求めました。

のリハビリ病院までなかなか来られない
という実態があると聞いている。退院し
てから生活が一変し不安がある患者さん
のためにも、オンラインカンファレンス
で早急に話し合いをすべきではないか。
　財団経営企画部長：地域の診療所の先
生方のご理解も必要かと思うが、院内で
の検討要素に加えたいと思う。

　財団経営企画部長：ご指摘の通り、移
動距離が大きい場合にオンラインの活用
は非常に意義があると認識しているが、
住宅でのケアプランの作成に向けてリハ
ビリの様子を直接目で見たり、実際に会
ってお話ししたいという要望もある。
　松本議員：地域の医師がしあわせの村
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　�  松本のり子議員

一般財団法人 神戸在宅医療・介護推進財団

オンラインカンファレンスで
患者家族や医師の負担軽減へ

⃝�2040年問題と在宅医療・介護の連携に
ついて� 　　　 松本のり子議員

⃝�認知症初期集中支援事業について
� 　　　 林まさひと議員

その他の質問

２月17日より２月議会が開会します
２月17日（木）本会議（議案質疑）
　　18日（金）・21日（月）常任委員会
　　24日（木）・25日（金）本会議（代表質疑）
２月28日（月）～３月９日（水）
	 予算特別委員会局別審査
３月14日（月）予算特別委員会総括質疑
　　18日（金）本会議
　　22日（火）・23日（水）常任委員会
　　28日（月）本会議
　　29日（火）本会議（一般質問）
ご視聴は本会議および委員会のイン
ターネット中継をご利用ください➡


